アルゴリズム・流れ図（フローチャート）
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今回の授業の目標
１．アルゴリズムとフローチャートについて
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●アルゴリズムとは？

●フローチャート（流れ図）とは？

２．フローチャートの書き方
●フローチャート書き方のルール
●今回学ぶフローチャート記号
　　　　　ア　　　　　　　　　　イ　　　　　　　　　ウ

　　　開始・終了　　　　　処理　（代入）　　　　入力・　　出力
　エ　　　　　　　　　　　オ

　判断（分岐）　　　　　　　　繰り返し（ループ）　
●フローチャート記号を書く練習














●代入・演算式の準備運動

「TENSU←０」からはじまって，「TENSU」の値が１１になるアルゴリズムを表で完成させなさい。（行は全部埋めなくて良い）
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●演算処理で使う式（５種類）

	式
	説明

	A ＋ B
	AとBを足す

	A － B
	AからBを引く

	A × B
	AとBをかける

	A ÷ B
	AをBで割る

	
	


●代入・演算式の書き方

	
	変数「A」に１０を入れる

	
	変数「A」の値に１を足した値を再度，変数「A」に入れる

	
	変数「A」に変数「B」の値を入れる


●代入・演算式の練習
「AKB←48」から代入演算処理を行い，AKBの値が100になるアルゴリズムを完成させなさい。

　　　　　　　①処理穴：２つ　　　　　　　②処理穴：４つ


●代入・演算式の練習（２）
下の問題に従って，アルゴリズムを完成させるために必要な処理の代入演算式を書きなさい。

①１０を入力して３０を出力する


②８を入力して４を出力する

③１３を入力して１を出力する

●（練習問題）アルゴリズム大明神のルールに従って，来年の運勢の良い月を出力するアルゴリズムを作成しなさい。







■今日の授業をふりかえって

一言コメント「～がわかった」「～がわからなかった（できなかった）」
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●判断記号で使う式（５種類）

	式
	説明

	A ＝ B
	AとBは等しいか？

	A ≠ B
	AとBは等しくないか？

	A ＞ B
	AはBより大きいか？

	A ＜ B
	AはBより小さいか？

	A ≧ B
	AはB以上か？

	A ≦ B
	AはB以下か？


●判断記号の条件式の書き方（動きの確認）

右のアルゴリズムで，次の結果を出力するためのAへの入力値を書きなさい。


①「A＜B」記号を使ってAを出力する

Aの入力値　０００
②「A＞B」記号を使ってAを出力する

Aの入力値　０００
③「A≠B」記号を使ってBを出力する

Aの入力値　０００
●変数Ａ，Ｂの値を入力し，大きい方の値を出力するアルゴリズム
（ただし，ＡとＢが同じなら，Ａを出力する）


●（練習問題）アルゴリズム大明神のルールに従って，姓名の画数から相性を出力する流れ図を作成しなさい。
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●準備運動：簡易計算機を使って計算しなさい。

①１＋２＋３＋・・・＋１０　＝　５５　　　　
②１＋２＋４＋８＋・・・　＝　６　　　　　　　　

●ループ始端の式の書き方

　変数＝　初期値　　，　終値　　，　　増分値　

	
変数Aの値が１から１０まで１ずつ増える



	
変数Aの値が０から１０まで２ずつ増える




●ループ記号の式の書き方（動きの確認）

次の結果を出力するループ記号の式を書きなさい。
①「1 2 3 4 5」　                         ②「5 4 3 2 1」　


③九九の3の段（「3,6,9,...,27」）

●１から１０まで足した結果を表示するアルゴリズム



●倍々貯金　
※　5日間貯金すると？

[image: image1.emf]日数 貯金する額 貯金額

1日目 1円 円

2日目 2円 円

3日目 4円 円

4日目 8円 円

5日目 16円 円



アルゴリズムに関する知識と組み立て方（フローチャートの書き方）について学ぶ（理解する）。





問題を解　決するために必要な処理手順　　のこと。





アルゴリズムを分かりやすく表現するための一つの手段。


書き方の細かいルールがＪＩＳ（日本工業規格）で決められている。


図形　や線　，矢印　などの記号で表現する。





必ず開　始（はじめ，START）　と終　了（終わり，END）がある。


各記号の中には，必要な処理を文 字や数 式を使って記述する。


原則として上　から下　へ，左　から右　へ記述する。


※処理の流れを強調したいときは，矢印　で表す。





開始





点線に沿って図形と線、矢印を書きましょう！





信号に着いた(赤)











ボタンを押す





待つ





YES





信号が青か？





NO





繰り返し





信号を渡る





終了











開始





AKB←４８





開始











AKB←４８





終了





終了











処理





Aを入力





終了





開始











Aを出力





Ａ　←





Ａ　←





Ａ　←





応用問題





開始





終了





※点線を参考に，記号の形も書いてください。↓





開始





（例）↓











終了











B←２０





Aを入力





Bを出力





終了





開始





YES





NO





条件式





Aを出力











Bを入力











Aを入力





NO











YES











終了





開始





応用問題











NO





YES





開始





終了











NO





YES





開始





終了





10回足す





A = 333 , 333 , 333





A = 333 , 333 , 333





A = 333 , 333 , 333





倍々貯金のアルゴリズム





終了





開始





授業ふりかえり一言コメント





こたえ
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